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　「この子は長く生きられない…」医者にそう言
われた、と姉が長女・奈緒ちゃんのことを私に
話してくれたのは、奈緒ちゃんが2才か3才の
頃だったか…。てんかんと知的な障がいを合わ
せもっていたのです。無力だった私は何もして
あげられませんでした。
　自分に出来ることは映画を創ることだ。家族
のアルバムのような記録を撮って、お母さんと
お父さんと弟の記一と、奈緒ちゃん、一家四人
にだけ観てもらう、そんなショートフィルムを
創ってみようと思い立ったのは、奈緒ちゃんが
小学校に上がって間もなくのこと。8才の正月に
カメラは回り始めました。
　撮るべきものは“元気な奈緒ちゃん”。奈緒ちゃ
んがそこに居て、笑っているだけでいい。生き
ているだけでいい…。ただただ奈緒ちゃんを撮

るという素朴な記録、テーマなんか知ったこと
か。奈緒ちゃんに逢いに、スタッフと通い続け
ました。
　奈緒ちゃんが育まれ、奈緒ちゃんが育んだ、「し
あわせ」。気がついたら12年の歳月が流れ、完
成した映画『奈緒ちゃん』は、思ってもいないよ
うな評価を受け、全国各地で自主上映の輪が拡
がって行ったのです。
　しかし、“元気な奈緒ちゃんを撮る”という課
題は、まだ終わりませんでした。何故なら、奈緒
ちゃんはどんどん元気になり、奈緒ちゃんを育
てながらお母さんもまた、元気になっていった
からです。お母さんは、障がいのある子どもを
もつ仲間たちのリーダーとして、「ぴぐれっと」
と呼ばれる地域作業所を立ち上げ、地域の中で、
奈緒ちゃんたちを育てる活動に取り組みます。
　そして奈緒ちゃんは、やがて「ぴぐれっと」
が作ったグループホームで暮らし始め自立しま
す。私はその過程を映画『奈緒ちゃん』の続編
として『ぴぐれっと』『ありがとう』という二本

のドキュメンタリー映画にまとめました。それで
も撮影を止めませんでした。“元気な奈緒ちゃん
を撮る”という約束を果たすために。
　そして気がついたら、撮影を始めてから35年
の歳月が積み重ねられていたのです。
　「奈緒ちゃんが生まれたから、生きたから、

たくさんのいのちが生きた。」

　『やさしくなあに』は、家族の映画です。
　障がいをもちながらも元気に生きる奈緒ちゃ
んを撮りつづけて35年、そこに写っていたのは

“家族”でした。ひたむきに生きる奈緒ちゃん一
家の暮らしの日々…。映画を観た人はきっと、
自分自身の家族との日々を思い返すでしょう。
　主役は姪っ子の奈緒ちゃんとその家族。テー
マ曲「Home, Sweet Home」を歌うのは姉、
西村信子、チラシの絵は亡き母、木島浜子、亡
き父、伊勢長之助（記録映画編集者）と関わり
があるスタッフもいます。題字は伊勢真一…。
　この映画は、私にとっても家族の映画です。

『やさしくなあに』は、
家族の映画です。

演出：伊勢 真一

ケンカしちゃいけないよ。
やさしくなあに・・・

奈緒ちゃんに逢いに来ませんか？ 

制作協力 奈緒ちゃん一家　社会福祉法人「ぴぐれっと」
 グループホーム「みなみ風」
 ヒポコミュニケーションズ　一隅社
 クロスフィット　ハチプロダクション
 ジオングラフィック
 野口 香織　横内 丙午　岩永 正敏　守内 尚子
 前田 祥丈　髙内　優　 大場 健二　篠塚 昌述
 助川　満　 飯田 光代　藤崎 和喜
上映協力 MOCプロジェクト
特別協力 伊勢 長之助　木島 浜子
 瀬川　浩　 柳田 義和　瀬川 龍
 大槻 秀子　木村 勝英　熱海 鋼一
企画・製作 いせフィルム
演 出 伊勢 真一

出 演 西村 奈緒　西村 記一　西村 信子
 西村 大乗　内田 三郎　プーちゃん
 「ぴぐれっと」のみんな
撮 影 石倉 隆二　瀬川 順一　宮田 八郎
 世良 隆浩　田辺　司 　伊勢 朋矢
照 明 箕輪 栄一　工藤 和雄
音響構成 米山 靖
録 音 渡辺 丈彦　永峯 康弘　井上 久美子
編 集 尾尻 弘一
テーマ曲 「Home, Sweet Home」
演奏・歌 西村 信子
宣伝デザイン 森岡 寛貴　遠藤 郁美
上映デスク 鷲見 真弓　今井 亜矢子　増馬 則子　
 相原 余至子　東 志津

ドキュメンタリー映像作家。1949年東京都生まれ。奈緒
ちゃんの叔父にあたる。長編ドキュメンタリー映画のデ
ビュー作は、8才の奈緒ちゃんとその家族に寄り添い12年
間を記録した映画『奈緒ちゃん』（1995年）。この作品で、
毎日映画コンクール記録映画賞グランプリ他多数を受賞。
その後も長きにわたり撮影を続け“奈緒ちゃんシリーズ”
として『ぴぐれっと』（2002年）、『ありがとう』（2006年）
を製作。2017年の本作はシリーズ第4弾となる。
他にもヒューマンドキュメンタリーの作品を多数製作。

伊勢 真一（いせ しんいち）


